
 

 

 

 

 

 

   
 
  
  

 

  

 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

令和２年１２月号 

E-MAIL：danjokatei@pref.hyogo.lg.jp 電話：（780）341-7711（内線 2798）       

 

 

藤本 香理 さん 

 

 令和２年１0 月 30 日（金）１0：００～１1：5０ 

オンラインにて開催（Zoom） 

・講 演  
演題：「コロナ禍だからこそ考える 

居場所の意義」 
講師：認定 NPO 法人  

コミュニティ・サポートセンター神戸 

               飛田 敦子 氏 
・事例発表  
特定非営利活動法人インクルひろば 
アルファグリーンネット西淡 

・グループミーティング    
・意見交換・質疑応答         

第 13 回「家族の日」写真コンクールの入賞作品が決定しました。今年は写真部門 

１２５人（３４７作品）に加え、新設したインスタ部門に 54 人（156 作品）、合計 

1７９名（503 作品）の応募がありました。入賞された皆様おめでとうございます。 

 

        

 
 

 

・兵庫県議会議長賞          仙石 一夫さん         

・兵庫県写真作家協会賞      坂元 拓海さん      

・こころ豊かな美しい兵庫推進会議会長賞   

竹上 晄世さん 

・インスタグラム部門    @3acra_smile_a01さん 

          

                     

 

今年度はコロナウイルス感染防止対策

のため初のオンライン開催となりました。 

講演では認定 NPO 法人コミュニティ・

サポートセンター神戸事務局長飛田様に

「居場所の必要性」や「コロナ禍による居場所

の変化」についてお話いただき、事例発表で

はコロナ禍でも工夫をしながら活動を

続けている 2 団体に活動事例をご紹介いた

だきました。講演、事例発表を踏まえ、

第二部では参加者同士がコロナ禍における

活動方法について意見交換をしました。 

「家族の日」写真コンクール 検索 

兵庫県知事賞 
題名「弟に やっと会えたよ 小さいね」 

藤本 香理さん 

 

 



新型コロナの流行で、季節性インフルエンザワクチンが例年より早くから接種できる

ようになっています。医療従事者、基礎疾患を有する方、妊婦、生後 6 ヶ月～ 
小学校 2 年生は、できるだけ早めに接種することが勧められています。幼少児や
高齢者に接するお仕事の方も同様です。 
インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる

病気です。38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等の症状が比較的
急速に現れるのが特徴です。併せて普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、
咳等の症状も見られます。何よりも今流行中の新型コロナと症状が似ていますので
要注意です。インフルエンザワクチンは、発病を必ずしも防ぐわけではありませ
んが、重症化を予防する効果があります。 
接種に当たっては、あらかじめかかりつけ医にお電話され、予約してください。 

なお、料金は、お住いの地域で異なりますのでよくお確かめください。 
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
          

   
 

 

県立こども病院名誉院長  中村 肇 
 

 

 

声かけ・見守り活動などで子育て家庭を 
応援する「子育て応援ネット」の各地の 
取り組みを紹介します。 

連 載 

第１４９回 

インフルエンザワクチン接種を早めに受けよう 
 

応援ネットの活動紹介 

香美町小代区では、『美方子育てネット
２１応援隊』が、学校や家庭、地域と 
連携しながら、強力な地域子育てネット
ワークづくりを推進するとともに、子ども
たちへの積極的な声かけや気軽な相談 
相手になるなど、地域ぐるみでの子育て・
青少年育成活動を展開しています。 
具体的には、子どもたちの通学路を 

中心に見守り活動や小・中学校のオープン
スクール受付を担当し、不審者の侵入に
備えるなどの活動をしています。 
また、小代区民生児童委員の皆様と協

力し、オレンジリボン運動（子ども虐待防止）
の一環としてポケットティッシュ・
啓発うちわ・チラシなどをオープン 
スクールの受付で配布しました。 
その他にも、小代小・中学校の卒業生へ

贈るフラワーアレンジメント（寄せ植え）作り
をしています。毎年、綺麗なお花を渡し
卒業生に大変喜ばれています。 
 

「くれよん」は猪名川町の子育て支援
センターを拠点として活動している登録
サークルの中の１つです。活動日は 
月に 2〜3 回の水曜日に 10 時から
11時の活動で、割り振られた担当班が
協力し合って活動内容を決めています。              
活動内容を話し合っていく中で、子供達
を遊ばせながら子育ての悩み相談をした

り情報交換の場となっています。 
活動内容は川遊び、夏祭り、運動会、

お芋掘り、ハロウィン、クリスマス会。
講師の方を呼んで和太鼓体験、リトミッ
ク、ベリーダンス。季節の制作、お誕生
日会、合同サークル、支援センターの
方々による手遊び歌や出し物もあって盛
り沢山です。 
「くれよん」の由来はみんなそれぞれ  

違った色、みんなが集まれば素晴らしい 
ものができる。クレ 
ヨンのように親子 

でいい色を出して 
楽しく過ごす場と 
なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 まちの子育てひろばの活動紹介 
 

猪名川町 くれよん 

代表 松井 加奈 

香美町青少年育成推進会議 

会長 田村 哲夫 


